
                       　我が国における魚介類の増殖に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。

１．増殖は種苗放流を主な手段として行われるため，一般に禁漁や漁具の規制などの
漁業管理は増殖の手段には含まれない。

２．栽培漁業では，放流魚を最終的に漁獲・回収することが前提であるため，放流す
る人工種苗の遺伝的な多様性を考慮する必要はない。

３．稚魚等の成育場所としてアマモ場やアラメ・カジメ場などは重要であり，このよ
うな場所を「魚つき林」と呼ぶ。

４．放流用の人工種苗に重要である健苗性とは，種苗の形態的，生理的及び生化学的
な健全さを意味する。

５．産卵場造成は，かつては積極的に行われていたが，人為的な環境改変となること
が問題視されるようになり，現在では禁止されている。


